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【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】
１．開所からの理念に誇りを持ち、慣れ親しんだ稲作や餅つきなどに利用者が役割をもって参加出来
ている。利用者が自らの意思で役割を果たす中で、楽しい時間となり、「ここの生活もいいな」と思って
もらえるよう職員全体で工夫しながら理念の実践につなげている。
２．家族からの情報や利用者の嗜好を把握して食事メニューを作成している。コロナ禍でも食材の買出
しや下処理、片づけ等利用者の出来ることを手伝ってもらい、職員も一緒に食卓を囲みながら楽しい
食事となるよう支援している。また、お正月には、タラバガニを焼いて食べる等、行事食には、特別感を
出す工夫が見られる。

基本情報リンク先

福島県須賀川市東作２２－８所在地

ＮＰＯ法人福島県福祉サービス振興会

所在地

評価機関名
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1  自己評価及び外部評価結果

0770700375

法人名 特定非営利活動法人　豊心会

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 コロナ渦の中でも、感染症対策を取りながら、利用者に楽しい生活を送れるかを考えてきました。
その中でも、食事には楽しみを持ってもらいたいと考え毎月の15日には東北六県の郷土料理御膳を調
理や取り寄せを行い、その土地に行けなくても美味しいものを食べるご当地メニューや入居者が食べ
たいものをテイクアウトや宅配を利用して行ってきました。ご当地メニューは、利用者の中では、昔家族
で旅行したときなどに食べたっきりで懐かしかった、聞いたことはあるけど初めて食べたなど、皆さんか
らの話も聞くことが出来た。日常でも手袋や消毒を徹底しながらも利用者の目の前で作り上げていくこ
と、一緒に作るというのを大切にし、今まで行ってきたことを忘れずにまた、食事を楽しむという気持ち
を大事にし継続して行うことが出来た。

グループホーム　すずらん　１事業所名

自己評価作成日 評価結果市町村受理日令和5年2月28日 令和5年6月1日

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）

〒960-8253　福島県福島市泉字堀ノ内15番地の3　

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目

訪問調査日 令和5年4月26日

　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当する項目に○印

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の 1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの

4. ほとんどできていない

2. 家族の２/３くらいと
3. 家族の１/３くらいと

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに

4. ほとんどない

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64

4. ほとんどない

4. ほとんど掴んでいない

63
3. 利用者の１/３くらいの

利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66

4. ほとんどいない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65
3. 利用者の１/３くらいが

2. 少しずつ増えている

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが

2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどいない

3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが

4. ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67

4. ほとんどいない

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

1. ほぼ全ての利用者が

68

　（別紙1）

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔
軟な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安
なく過ごせている
（参考項目：30,31）

59
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて
活かしている

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、事業所の取組内容や具体的
な改善課題がある場合にはその課題について話
し合い、会議メンバーから率直な意見をもらい、そ
れをサービス向上に活かしている

5 （4） ○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでいる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践
代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サー
ビス指定基準及び指定地域密着型介護予防サー
ビス指定基準における禁止の対象となる具体的な
行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を含めて
身体拘束をしないケアに取り組んでいる

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

自分が住みたい我が家という理念に基づき
家族、慣れ親しんだ町、行事、季節季節で
出回る地場の産物を実感できるように職
員、「ご家族の協力の元に行動に移してい
る。例えば年末の餅つきをご家族と行う機会
を作った。

開所からの理念に誇りを持ち、慣れ親しんだ稲作
（米栽培からおにぎりづくりまでの一連の作業）や
餅つきなどに利用者が役割を持って参加出来てい
る。利用者が自らの意思で役割を果たす中で、楽
しい時間となり、「ここの生活もいいな」と思っても
らえるよう職員全体で工夫しながら理念の実践に
つなげている。

運営推進会議や今までのつながりを生かして取
り組んでいます。回覧板を回していくこと、利用者
の作った折り紙を保育園の行事に生かしていくこ
と、町内会長が参加しての避難訓練を行った。町
内会長からは災害時に地域側とホーム側それぞ
れの長所を生かして助け合う提案をいただいた。

利用者が製作した折り紙を保育園に届け園児と心
のつながりを持つ取り組みをしている。コロナ禍で
従来の芋煮会など地域の方を招いた行事は中止
しているが、災害時の協力体制を話し合うなど形
を変えた交流は続いている。また、回覧板を利用
者と一緒に届けている。

事業所単位での認知症ケアといった所での地域
への取り組みは十分には行えてはいない。法人
としては伴走型支援、ボータンカフェ、ＦＭラジオ
での発信を行っている。保育所に利用者が作っ
た箱を提供していることが今年できたことである。

新型コロナ感染状況を伺いつつ資料のみの配布
か時間を短縮しての開催を行っている。今年度
は技能実習生2名がベトナムから来ており同じ地
域に住んでいる町内会長からは会議を通して地
域の１員とし近所の方との挨拶を大切にして欲し
いと意見をいただいた。

書面開催と実際の対面開催をコロナの状況を見
て行っている。委員の意見を受け、ベトナムからの
技能実習生も地域に受け入れてもらえるよう挨拶
回りをしている。書面開催時の資料も内容を分か
りやすくして、運営状況を伝える工夫をしている。

入居希望をされている方の生活を支えていくため
に他事業所のケア―マネージャー、須賀川中央
包括支援センターの方と話す機会を作っている。
それぞれの立場でどのようなことを行っていける
かを話し合い少しづつ良い方向に変化をしてい
る。

法人が行政のモデル事業や認知症カフェの運営
などで協力体制を築いている。事業所においては
中央包括支援センターや居宅と情報交換の場を
持ち入居希望者を把握する他、介護認定更新、事
故報告などの際は直接行政窓口に出向き関係を
築いている。

法人の倫理委員会より不適切ケアの理解を周知
把握をする時間を設けている。また事業所として
の取り組みとして会議を通じて行っていけないこ
とを伝えるだけではなく、職員のメンタルを考えて
どうすることで不安を解消し適切なケアを行って
いけるかという視点で会議を開いている。

法人の倫理委員会に事業所から倫理委員が参加
し職員会議で伝達している。身体拘束について動
画を使った研修を行いケアを振り返る機会を持っ
ている。また、チェックリストで自己チェックするとと
もに不適切ケアについて話し合うなど身体拘束を
しないケアに取り組んでいる。玄関は日中施錠は
していない。

グループホーム　すずらん　１ 2 ＮＰＯ法人福島県福祉サービス振興会



実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

7 ○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で
の虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支
援している

9 ○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・
条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

職場内にも虐待防止の3原則、バイステックの7
原則をいつでも見れるように掲示している。利用
者の皮膚の変化などを見逃さないようにし何
故？と原因を考える機会を朝のミーテイングで共
通理解し原因と再発防止を確認している。

法人のレベルアップ研修で理事長の講義の中
で学ぶ機会を作っている。現在成年後見人制
度を利用している利用者の安心できる生活を
送ることができるように能動的に学ぶ機会も持
てている。

契約時にはこちらからの一方的な話にならない
ようにご家族や本人と確認を取りながら説明を
行っている。また直近では入居前に契約書、重
要事項を事前にお渡しし契約時に不明な点から
話すことにも取り組んでいる。

今年度は3年ぶりに家族会を開催した。入居者も変わ
り始めて家族会に参加される方たちもいる中、古くから
の家族からの働き掛けもあり意見がいろいろ出た。
また法人からはＮＰＯ法人豊心会満足度アンケート調
査を毎年行っており年々内容をわかりやすく答えやす
いものに変化することで回収率があがっている。

生活の中で利用者の要望を把握し、毎朝、生野菜
や卵入りのみそ汁などを食事に取り入れている。
家族の要望はアンケートで把握する他、家族会を
開催し把握している。要望でユニットごとに電話回
線を引くなど実現に向けて取り組んでいる。

職員とは年に1度～2度は面接を行う機会を設け
ている。面接の時に話し辛い、緊張して話せな
かったということにならないように管理者は日ごろ
から職員と話す機会を密にしている。また、リー
ダーを通して職員の思いを確認し早めに対応を
している。

管理者は職員との会話から悩みを把握し配慮す
るとともに、リーダーを通じて職場の人間関係を確
認し対応している。また年2回職員面談を行い、目
標（こうなるといいね）等を聞いて実現できるよう支
援している。これらの取り組みを通じて職員の定
着が図られている。

管理者は職員の状況を把握するために各ユニットの
リーダーと会議を行う日を作り会議内容に職員の項目
を入れている。ほかにも管理者から話を持つ機会を増
やし職員それぞれの行っていることの確認、不安箇所
を知り翌月のリーダーとの会議に取り入れ変化させて
いる。

7月から技能実習生2名が配属となり職員を担当につけ
ること、また事前準備から職員と行ってきたことで実習
生に伝えることなどをわかりやすくすることが職員に
とっても自身の知識、技術の振り返りにもなっている。
法人内の研修も今年はグループホームケア実践士（ブ
ロンズ級）を得ることができた職員がいる。

グループホーム　すずらん　１ 3 ＮＰＯ法人福島県福祉サービス振興会



実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

14 ○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問
等の活動を通じて、サービスの質を向上させてい
く取り組みをしている

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係
サービスを導入する段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援
サービスを導入する段階で、本人と家族等が「そ
の時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めている

管理者は法人の入居担当として居宅支援事業所のケ
ア―マネージャーと関わる機会が増え、利用者を見る
視点が増えた。また一部の職員になっているが入居希
望者宅へ訪問調査に同行することで見識が増え新しく
入った入居者に対しても取り組みが受け身ではなくなっ
てきている。

入居前の訪問調査の段階で本人の困っているところな
どを確認をしサービスの始まる前に職員会議でケアプ
ランとともに話す機会、情報を共有している。入居後も
落ち着いて話す機会を作ったり他の利用者も一緒に話
す機会と双方から機会を作ることで関係性づくりに努め
ている。

訪問調査時、契約時とご家族の想いを聞くことに
努めている。GHが大事にしていることを伝え協力
していただける部分を具体的に確認している。ま
た利用者の担当職員との関係を築くために連絡
を早めから担当職員が行っている。

担当ケアマネジャーや他事業所の担当職員との
連携と話をするご家族もキーパーソンになる方を
1人と決めずに関りのある家族にも確認を取って
いただき支援の見極めに対して出来るだけ多面
で考えられるようにしている。

お茶入れ1つも入居者同士でも行えるよう茶碗や
湯呑、魔法瓶など一定の場所に配置し利用者が
わかりやすいようにすることで気づいた方が行え
るようにしている。また、パーソナルスペースが各
所にあることで場所ごとで利用者同士の関りが
増えている。
職員は利用者の要望を聞く機会を持ち面会時にご家
族と一緒の会話の中に加え利用者の思いを確認でき
る時を作っている。その中で職員とご家族がどうしたら
叶うのかを一緒に考え協力し合える関係を築いていけ
るようにご家族の要望、不安を聞きながら実現に努め
ている。

コロナ感染がある中でも行きつけの理容店はお
客様が少ない時間をご家族が確認していただくこ
とで通い続けることができている。また、事前に
面会に日取りやどのような方が来るかを確認し
面会前に抗原検査をしていただくことで面会者が
増えている。

家族の協力で馴染みの理容店や美容院を継続利
用している。コロナ禍でも陰圧室を整備し、面会で
きる環境を整えている。遠方の親族とは事前に抗
原検査を受けてもらい面会できている。ワクチン5
回済みの場合は外出や外泊、温泉旅行なども可
能としている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

21 ○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族
の経過をフォローし、相談や支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
23 （9） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

24 ○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に
努めている

25 ○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

26 （10） ○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合い、
それぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即
した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

利用者同士の関係を上手くいかないだけの視点
で捉えるのではなく、利用者のこれまでの長い人
生で培ってきた調和する力という視点からも見る
ために見守るということも大事にしている。そのた
めかお互いを助け合う姿が見られる。

今年度ＧＨ事業所の取り組みから以前利用されていた
ご家族との関係が再び生まれ季節の変わり目や新年
の飾りつけとして生け花をホームに飾っていただいてい
る。また直近では利用終了された方のご家族に運営推
進会議の協力を依頼すると快く承諾して頂ける。

今までの暮らしで大切にしてきている事、こだわ
りを本人からだけでなくご家族からも情報を得て
いる。また自分からは伝えることのできない方に
はご家族や知人との会話の中で情報を得て少し
でも本人の思いに沿うように努力している。

部屋担当者が利用者の要望や不安をアセスメント
する他、生活の中から言葉を拾い24時間変化
シートに記録して共有している。家族からも情報を
得てこれまで大切にしてきたことや人のために役
立ちたいという思いをくみ取り役割を持ってもらう
など対応している。

入居前にご家族に記入していただいた「私の生
活史」とご家族の話をもとに利用者の把握をして
いる。また、ホームに来られる親戚の方、ご友人
からも利用者と一緒に話しをしているときに一緒
に話しをし、聞いたことはケース記録で職員全員
で共有している。

職員は出勤時にタブレットの申し送り確認と利用
者皆さんに挨拶をしながら実際の様子を確認す
ることで理解に努めている。また朝のミーティング
と職員同士のミニミーテイングで情報を共有し実
際のケアにつなげている。

利用者の不安、思いや希望を日々の生活で話を
すること、行動を見ることで確認している。またご
家族にはプラン確認時に希望を聞きに次回のア
セスメントの作成に利用しプランに繋げている。
利用者の担当職員がアセスメントを行いそのア
セスメントをリーダー、管理者が確認しプラン作
成につなげている。

私の姿と気持ちシートを使い職員全体で本人の願
いや不安を話し合う他、家族からも希望を聞き介
護計画を作成している。評価表で計画の達成状況
を確認して次の計画に反映させている。計画は
6か月ごとに見直している。サービス内容は長期
目標・短期目標と連動しており支援内容も本人の
役割も含め具体的で現状に即した計画となってい
る。

タブレット内の個人記録を活用し、内容の早急性
を考え計画に反映している。また利用者の変化
についてはご家族に現状と経過、対応後という3
つを大切に報告することで計画に対してご家族
の要望が出やすいよう関係性を気づいている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

29 ○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

30 （11） ○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援している

31 ○看護職との協働
介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝え
て相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるように、
又、できるだけ早期に退院できるように、病院関係
者との情報交換や相談に努めている。あるいは、
そうした場合に備えて病院関係者との関係づくり
を行っている。

33 （12） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有し、
地域の関係者と共にチームで支援に取り組んで
いる

34 ○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

今年度は骨折で長期入院となった利用者が慣れ
たホームでの生活に戻ってこれるように、空いて
いる居室をご家族、市と確認を取り在宅で対応
が難しく緊急に宿泊できる場所として短期入所を
受け入れた。

新型コロナウイルス感染が落ち着いている時期にご家
族と相談しかかりつけの美容室の人が少ない時間に
通っており利用者がホームに戻ってきたときの表情が
とても良く「次はいつ頃」と話されている。面会ではご家
族の確認のもと関係性がある方の面会もワクチン接種
回数、抗原検査を受けることで行えている。

出来るだけ入居前にかかっていた病院受診を続けるこ
とをご家族と相談し行っている。また体調変化のない限
りご家族が受診を担当し医療とのやり取りを直接行うこ
とを大事にしている。看取り期に移行する際はご家族と
のやり取りを増やし希望を確認しそれに合った医療に
移行することがある。

利用者・家族の希望に沿ったかかりつけ医で受診
をしている。通院は家族と事業所が協力して行
い、受診結果は家族から報告を受け、事業所から
は電話やLINE WORKSで家族に報告する等、情報
共有されている。利用者の状態変化に伴い訪問
診療へと変更する場合もある。

体調変化のある利用者様については週一回の
看護師による健康チェック時に相談し指示を受け
ている。また、当法人の会長が看護師の為緊急
時には状況に応じて訪問を行っている。

入院時は出来るだけ管理者がご家族と一緒に医療か
らの説明を受けている。またその際にはご家族が1番
心配される退院後までの流れまでを話すことにしてい
る。また入院中はご家族、医療とやり取りをし利用者が
安心できる時間を持てるように写真に文章をつけてミニ
アルバムを作ったり、趣味の折り紙を渡している。

利用者の変化、寝る時間が増えてきた、食べる
量が減ってきたという加齢とともに起こる変化や
予測できる急激な変化を含め、その都度ご家族
と話をし書類を通してやり取りをする機会を増や
している。ご家族に希望に添えるように選択肢を
広げて話を行っている。

契約時に事業所の「重度化・看取りに関する
指針」を、利用者・家族に説明し同意を得て
いる。また、看取りの意向に沿って、利用者
が重度化した場合には医師・家族・事業所・
関係者が話し合い、情報を共有しながら家族
等の意向に沿って看取り支援を行っている。

緊急時のマニュアルや連絡体制を示したものは設置や
表示は出来ている。ただ実践で職員ができることは十
分ではなく職員の経験年数や能力によって違いはあ
る。現在は管理者、リーダーに報告を入れることで行う
ことを指示することを基準としている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

35 （13） ○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
36 （14） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

40 （15） ○食事を楽しむことのできる支援
食事に関連した作業を利用者とともに職員が行
い、一緒に食事を味わいながら利用者にとって食
事が楽しいものになるような支援を行っている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている

災害対策委員を中心にハザードマップで事業所
で起こりうることを想定しての災害訓練を行って
いる。また職員全員が共有しておかなくてはいけ
ないこととして消防への連絡は大きな訓練がない
月も行っている。また今年度は町内会長が訓練
に参加され地域でできることの提案をいただいて
いる。

年1回消防署立ち会いで、夜間想定の火災の
避難訓練を実施しており、日中想定・地震・連
絡網の訓練（各1回）も実施している。非常時
用食料等も備蓄されており、町内会長が避難
訓練へ参加協力しており、緊急連絡先にも
入っている。

昼夜を問わず、全職員が火災・地震・
風水害等の災害に対応できるよう夜
間帯での避難訓練回数を数多く実施
することが望まれる。

居室に入るときはいかなる場合もノックをして声
をかけて入るようにしている。排泄を表す表現と
して数字に置き換えて職員同士が確認している
が、時にそのままの表現をしているときがある。
利用者のファイル等は書庫ないし布をかけて管
理している。

居室入室時には必ずノックをし声かけしながら入
室しており、排泄に係わる話をする時には利用者
に気づかれないよう数字などで表現している。気
になる対応等が見られたときは互いに注意し合え
る関係を大切にしている。記録類は事務所内で適
切に管理している。

利用者から言葉や行動しやすいように視覚的から利用
者それぞれに合った聞き方、選択肢の幅を理解して希
望を聞いている。たとえば言葉だけでなくお茶を２～３
種類利用者の前に置き希望を聞いている。希望をうま
く表現できない方にはもこれまでの生活で得た情報を
もとに提供している。

利用者の状況を職員個々で判断しないことで利
用者に合わせて過ごし方を考えるようにしてい
る。同時に利用者と一緒に考えることで出来るだ
け希望に添えるようにしている。またすぐには出
来ないこともカレンダーに記入して実現出来るよ
うに努めている。

自ら決定できない利用者には本人、昔の写
真や家族様からの話を聞き本人が着こなし
てきた服装に近づけるように支援している。
ただその日の天候に合わせて職員が決め
ていることがある。

今年度は東北6県の名物と題を打ちリビングにも
東北6県の地図と名物をわかりやすくしたポス
ターを作り毎月の楽しみにした・またおやつは週
に2～3回は利用者の目の前で手作りでべっこう
飴など一緒に作成している。

家族からの情報や利用者との会話等から、嗜好を
把握し、食事メニューを作成している。コロナ禍で
も食材の買出しや下処理、片づけ等利用者の出
来ることを手伝ってもらい、職員も一緒に食卓を囲
みながら楽しい食事となるよう支援している。ま
た、お正月には、タラバガニを焼いて食べる等、行
事食には、特別感を出す工夫が見られる。

前年度よりタブレットを導入したことにより、記入
もまめに行え、水分量、食事量を確認している。
月に1回は管理栄養士が栄養指導行いアドバイ
スや利用者にとって良い栄養としてキウイフルー
ツをいただいたりしてもいる。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

42 ○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケ
アをしている

43 （16） ○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立にむけた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 （17） ○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々にそった支援をしている

46 ○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

47 ○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

歯磨きに使用するものは利用者の皆さんに分か
りやすいように洗面台に設置している。自ら出来
ることは行い、職員は確認をする。難しい方には
介助を要し、歯の状態を確認する。状況によって
歯科通院、往診を行っている。

出来るだけ利用者自身がトイレへ行くことができ
るようにトイレまでの導線上に手すりまたは手す
り代わりになるようにタンスや椅子を設置してい
る。また、介助が必要な利用者には便座に座位
された時のためにひざ掛けを使用している。

排泄チェック表で把握した排泄パターンや利用者
の身振り・表情・仕草等の排泄サインを見ながら、
羞恥心等に配慮したトイレ誘導と声かけをし、夜
間帯にポータブルトイレを使用する等、トイレで排
泄出来るよう支援している。また、利用者が自分
でトイレまで行けるよう動線に手すりになるものを
配置している。

便秘に対して服薬とすぐに結びつけるのではなく
毎日の食事や飲み物を工夫すること、また体を
動かすことを第1に考えて対応している。またご
家族へ相談することで何が良いか一緒に考え飲
み物を持ってきていただいたりもしている。

入浴は特に入りたい時間帯などの希望を利
用者自身が決めている。入浴剤も様々なも
のを準備して利用者と決めている。ただ、す
ずらんⅠでは夜間浴（１８時以降）は出来て
いないのが現状。

利用者の希望に沿った入浴支援を行っており、夜
間入浴や毎日入浴される方もいる。お風呂場に
「温泉」と表示したり、入浴剤や季節の菖蒲湯・り
んご湯・温泉の湯の花等を提供し入浴が楽しめる
よう支援している。また、拒否のある方は親しい利
用者2人で入ることもある。

ホーム内には各所に椅子が設置しており利
用者のパーソナルスペースになっている。ま
た気持ちよく休んでいただくために入浴を就
寝前に行う利用者もいる。

服薬の処方を利用者ごとにまとめてファイリングしてお
り職員がいつでも見ることができるようになっている。
服薬の変更がある際は管理者から説明をし3日1週間2
週間1か月と期間で変化がないか確認をしている。ま
た、服薬まで確認を3回は行い誤薬が起きないようにし
ている。

野菜作り、米作り、干し柿づくり、季節感を味わえ
るドライブ、食べたいものを聞いての提供など1年
を通して利用者の楽しみを持てる取り組みを行っ
ている。利用者が受け身ではなく自ら動きたいと
思っていただけるように段取りを踏んでいる。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

49 （18） ○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又、普段は行け
ないような場所でも、本人の希望を把握し、家族
や地域の人々と協力しながら出かけられるように
支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所
持したり使えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

52 （19） ○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

54 （20） ○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室、或いは泊まりの部屋は、プライバシーを大
切にし本人や家族と相談しながら、居心地よく、安
心して過ごせる環境整備の配慮がされている
（グループホームの場合）利用者一人ひとりの居
室について、馴染みの物を活かしてその人らしく
暮らせる部屋となるよう配慮されている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活
が送れるように工夫している

季節を感じていただくこと、楽しみを持つこと、い
つもと違った表情、行動を見せていただけること
として外出は大事にしている。利用者の希望を聞
きコロナ対策のもと最近では初詣、白鳥見学に
出かけている。職員にとっても仕事のやりがいに
繋がっている。

家族との温泉旅行や大好きな野球応援へ出
かける等コロナ禍でも利用者の思いを大切に
した外出支援を行っている。また、初詣・花
見・紅葉見学等、家族の協力も得ながら季節
に応じた外出が出来るよう支援している。

利用者が実際にお金を所持している方は少数で
ほぼご家族から預かっているお金を鍵付きのロッ
カーの保管している。実際にお店でお金を出す
機会は少なく利用者から頼まれてお金を預かり
購入したり、預かっているお金から本人の希望の
ものを購入している。

昔手紙を書いていたという入居者様へ日常
的に書写（字の練習）を行い、感覚が鈍らな
いようにしている。年賀状は毎年家族や友
人へ出せるようにしている。

利用者が見て現在の状況がわかるように利用者
と一緒に作成した季節を表す花の絵や干支やこ
れからの行事の予定とカレンダーなどを設置して
いることで利用者から職員に行事のことを聞いて
くることが増えている。また温度計、湿度計をいく
つか設置しておくことで客観的に環境を確認でき
調整を行えている。

共用空間には椅子があちこちにあり、利用者がひ
とりになれる空間作りがされている。壁には季節
が感じられる壁紙を毎月利用者と作り、飾り付け
ている。また、気になる音や採光が無いよう大きな
紙を貼り、温湿度・換気は、適切に管理されてお
り、利用者が安心して、ゆったりと過ごせる空間が
整備されている。

居室前には本人がわかりやすくという面と本
人の好みに合わせてという面からという、2
つのパターンで表札を作っている。また表示
しているものの高さを利用者の目線に合わ
せて低く設置されている。

ホームの中にはいたるところに椅子やソファーを
設置している。それが利用者のパーソナルス
ペースを作り出しておりそれぞれの安心できる場
所を持ちながら利用者がお互いに声をかけ一緒
に過ごせるようにもなっている。

利用者自宅での間取りをもとに居室の配置
にしている。また、居室内で過ごすときに趣
味の折り紙や俳句などの飾りつけ、ご家族
やホームで行ったことの写真を掲示しておく
ことで、それらを見て安心につなげるように
している。

入居時に自宅で大切にしていた仏壇や家具・
化粧品・俳句の短冊等を持ち込んでもらい、
利用者が落ち着いて過ごせるよう家具の配
置は家族と相談しながら、自宅の間取りをも
とに決めている。家族写真や縫いぐるみ等を
飾り居心地よく過ごせる居室となっている。
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